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緒   言 

我が国における麻疹患者の発生動向をみると，1978年の

麻疹ワクチン定期接種開始以降，患者の発生は減少しつつ

あるものの依然として年間 10～20 万人規模の患者発生が

あり，死亡例も毎年 10～30 人程報告されている 1)．麻疹

による死亡例は 0～4 歳児までの低年齢層に多く見られ，

特に 0～1 歳児の占める割合が多いことから，麻疹は小児
ウイルス感染症の中でも重要な疾患の１つとなっている 1)．

また，近年では成人麻疹の患者発生も多く，これら患者は

ワクチン未接種例だけでなく，ワクチン接種を行ったもの

の獲得抗体が減弱してしまった例が多くを占めていること

から，ワクチン接種率の向上と共にワクチン追加接種の必

要性も高くなっている． 
麻疹の病因となる麻疹ウイルスは，世界保健機関（以下

WHO）の分類によって現在までに A から H の 8 群，22

遺伝子型に分類されている．この麻疹ウイルス遺伝子型は，

世界の流行地域ごとに異なっており 2)，これまで国内の麻

疹患者からは主に，D3型及び D5型の麻疹ウイルスが検出
されていた．しかし，2000年に国内の成人麻疹患者から分

離されたウイルスは，1993年に中国で分離され，2000年
に韓国で麻疹流行を起こした H1 型であった 3)．麻疹ウイ

ルスの抗原性状の変化，遺伝子型の変異及び国を超えた伝

播があることなどから，今後の麻疹流行の抑制には，住民

を対象とした抗体保有調査や流行株の遺伝子型調査も重要

となってきている． 

当ウイルス研究科では，これまで流行予測調査事業にお

いて都民の麻疹ウイルスに対する抗体保有状況を調査する

と共に，感染症発生動向調査事業においては麻疹様患者検

体からのウイルス検査を実施し，都内医療機関等への情報

提供を行ってきた．今回，都内で流行している麻疹ウイル

ス遺伝子型の動向を調査することを目的に，2001 及び
2002 年度に当ウイルス研究科において検出された麻疹ウ

イルスの遺伝子型解析を行ったので，その調査結果を報告

する． 

 
材料及び方法 

１．供試材料 
2001 及び 2002 年度（2001年 4 月から 2003 年 3 月）

に，既報 4)に従って麻疹患者の咽頭拭い液から B95a 細胞
で分離した麻疹ウイルス液と F 遺伝子領域を標的とした

RT-PCR法 5)で麻疹ウイルス遺伝子が確認された患者咽頭

拭い液を試料とした．これら試料数は，2001年度のものが

28例及び 2002年度のものが 25例の計 53例である． 
２．検査方法 

１）RT-PCR法による NP遺伝子の検出 

ウイルス RNA の抽出は，麻疹ウイルス液 50 μL 及び
患者の咽頭拭い液 100 μL からセパジーン RVR(三光純

薬)を用いて行い，滅菌蒸留水 10 ìL に再浮遊して，供試
RNAとした 5)． 

NP遺伝子領域を標的とした RT-RCR法は，既報 6)に準

じて行った．すなわち，供試 RNA 5 ìL に pMvGTf1プラ

イ マ ー （ 5’-CGATCTTACTTTGATCCAGC-3’） 及 び
pMvGTr1 プライマー(5’-TTATAACAATGATGGAGG-3’)

を加えて，56℃1分，41℃30分，94℃2分の逆転写反応後，
94℃2分，53℃3分，72℃2分 30秒の増幅反応を30回行

った．Nested-PCRは，1st-PCR増幅産物3 ìLにpMvGTf2
プ ラ イ マ ー (5’-AGATTAGGGCAAGAGATGGT-3’) と

pMvGTr2 プライマー(5’-GAGGGTAGGCGGATGTTGTT-3’)
を加えて 1st-PCR と同様の条件下で増幅反応を行った．

2nd-PCR増幅産物は，アガロースゲル電気泳動を行い 533 
bpの特異的なバンドの有無を確認した(図 1)． 
２）NP遺伝子塩基配列の決定 

NP 領域を標的とした RT-PCR 法によって得られた
2nd-PCR増幅産物(533 bp)は，低融点アガロースゲルを用 
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図１．麻疹ウイルスの NP遺伝子解析における使用プライマーと検査法 

 

いて再度，電気泳動を行い UV 照射下で特異的バンド部位
を切り出し，QIAquick PCR Purification Kit（QIAGEN）

を用いて精製した．これを鋳型 DNA として，pMvGTf2
プライマーと pMvGTr2 プライマーを用いて Big Dye 

Terminator Cycle Sequencing FS Ready Reaction Kit
（ABI PRISM）によるシークエンス反応を行い，ABI 

PRISM 310 Genetic Analyzerで遺伝子塩基配列を決定し
た．得られた遺伝子塩基配列のうち，385 bp について
Neighbor-joining 法（NJ 法）で分子系統樹を作成し，デ

ータベース上の登録株と比較した． 

 
結果と考察 

１．都内で検出された麻疹ウイルスの遺伝子型 

図 2に 2001及び 2002年度(2001年4月から 2003 年 3
月)に当ウイルス研究科で検出された麻疹ウイルス(遺伝子

検出のみを含む)53 例の遺伝子型を示した．分子系統樹解
析の結果，53例は H1型，D5型，A型の 3つの遺伝子型

に分類された．内訳は，H1型が25例，D5型が24例，A
型が 4例であった．このうち，現行のワクチン型である A

型が検出された 4例は，全てワクチン接種日から検体採取
までに数日しか経ていなかったため，いずれも接種したワ

クチン由来のウイルスが検出されたものと推察された． 
H1型に型別された 25例は，系統樹上で更に 3つのグル
ープに分類された．このうち最も多くを占めたのは，2001

年にオーストラリアで検出された Mvs/WA.AU/30.01 株
(以下オーストラリア株)と 100 %の相同性を示すウイルス

であり，本ウイルスは2001年度に検出された3例を除き，
15例全て 2002年度に検出されたものであった．次に多く

を占めたのは，2002 年に大阪市で検出された Mvi/ 
Osaka.C.JPN /32.02株 7)と100 %の相同性を示すウイルス

が 2002年度に3例，99.7 %の相同性を示したものが 2001
年度，2002年度に１例ずつ検出された．また， 2000 年に

アメリカで検出された Mvs/Florida.USA/25.00 株及び
2001 年にカナダで検出された Mvs/Tronto.Can/8.01/1 株

と 100 %の相同性を示したウイルスが 2001年度に2例検
出された． 

D5型に型別された24例も大きく2つのグループに分類さ
れた．このうち検出数が最も多かったのは，2000年にハワ

イで検出されたMvs/Hawaii.USA/20.00株(以下ハワイ株)
と 100 %の相同性を示すウイルスで 16 例，次いで，ハワ
イ株と 99.7％の相同性を示したものが 2 例あり，これら

18 例は全て 2001 年度に検出されたものであった．また，
2002 年に大阪市で検出されたMvi/Osaka.C.JPN/35.02株

と 100 %の相同性を示したウイルスが 2002 年に 4 例，
98.7 %相同性を示したものが2001年度に2例検出された．

この 2例は，同一の院内感染事例から検出されたものであ
った. 

２．都内における麻疹ウイルス検出状況 

図 3に都内で検出された麻疹ウイルス遺伝子型の年次推

移を示した．検出された麻疹ウイルスの遺伝子型(H1型，
D5型及び A型)については，最も相同性の高かったデータ

ベース登録株名で示し，ウイルス遺伝子型と検出時期の関

連を調べた．その結果，東京都内で流行していた麻疹ウイ

ルスは，2001 年度は主にハワイ株の D5 型，2002 年度は
主にオーストラリア株の H1 型であることが明らかとなっ
た．また，2002 年に大阪市で検出された D5型及び H1型

は，都内では 2001年にすでに検出されていた． 
今回の調査によって，都内で流行している主な麻疹ウイ

ルスは，この 2年を分岐点として日本固有の D5型から，
これまで中国及び韓国での流行遺伝子型であった H1 型に

変化していたことが明らかとなった． 
H1型の麻疹ウイルスによる国内の患者発生は，散発例，成

人麻疹例，中学校集団発生例等 7，8)相次いで報告されてい

る．また，これら患者の中には，ワクチン接種歴を有する 
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図２．都内で検出された麻疹 NP遺伝子（385 bp）の分子系統樹 
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図３．都内における麻疹ウイルス検出状況 

 
患者も含まれていることから，流行している麻疹ウイルス

の遺伝子型の推移や抗原変異に対し，ワクチン株に対する

抗体では抑制効果が減弱することも懸念されている．した

がって、今後とも継続して都内で流行している麻疹ウイル

スの遺伝子型を解析し，その動向を把握すると共にワクチ

ンの有効性等についても評価していく必要がある． 

 
ま と め 

都内で流行している麻疹ウイルス遺伝子型の動向を調査

することを目的に，2001 から 2002年度に当ウイルス研究
科において検出された麻疹ウイルス 53 例の NP 遺伝子型

解析を行った．その結果，都内における麻疹ウイルス主流

行株は，2001 年度は日本固有の D5 型であったが，2002

年度の主な流行株は，これまで中国及び韓国での流行株で

あった H1型であることが明らかとなった． 
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